
単元の流れ

身近な事象から算数的活動を通して
算数のよさを実感する

２年「時計と表やグラフ」 札幌市立北都小学校 森井 厚友

子どもの活動と思考の流れ 評価のポイント

１ ※月ごとにま
全員分の自画像を とめるなど、
黒板にランダムに アイディア
貼った状態で を考えつい

たり、友達
の意見を理

○月生まれは 解できる。
何人いるでしょう

どうすると
見やすくなるかな？

・月ごとに枠で
囲ってその中
に顔を貼ると
いいよ

・入りきらない
よ！長方形に
（縦に）並べ
るといいよ！

※並べるだけ
これで見やすく では不十分

なったかな？ であること
どの月が一番多い？ に気づき、

よりよくす
るためにど
うしたらよ
いか考える
ことができ
る。

顔の大きさが違う

からだよ

じゃあフェイスカー

ドを使ってみたら？

5月が多いはずだ

けど、8月も多く

見える

子どもの活動と思考の流れ 評価のポイント

２
フェイスカードを使って並べよう。

※見やすさの
どうしてこんなに 条件として、
変わったのかな 要素の大き

さが同じで
・大きさがそろったか ある、並ん
ら でいるの 2

・きちんと並んでいる 点が大切で
から あることが

わかる。
ノートに写してみ
よう ※自分の方法

でノートに
・どの月が多いかわか グラフ化す
るためには記号でい ることがで
いよ きる。

・だったら数字だけで
もいいんじゃない？

３
数字での表し方を考えよう。

※グラフと表
それぞれの
よさを比べ

わかりやすくする ることがで
にはいろいろな方 きる。
法があるね ※学習内容を

他の場面に
も応用する

※練習問題 ことができ
る。

□
□

□ □
□ □
□ □
□ □ □
6 月 5 月 4 月

見やすい！

どの月が多いか

すぐわかる

月 ４ ５ ６ …

人 １ ６ ４ …

わかりやすい！
１年生の頃に書いた自画像、そして１年生を迎える

会で歌う「誰にだってお誕生日」という曲、そして学
級で使う「フェイスカード（子どもの顔写真のネーム
カード）」。これら３つを組み合わせて、算数の授業
を構成しました。

ばらばら → まとめる → そろえる
自画像 → フェイスカード → 記号

と算数的に高めていくために、黒板での活動をノー
トに書き写す、という活動を大切にしました。



本時の目標
○要素の大きさをそろえ、並べることで、数を数えなくても高さで要素の個数の大小を比べること
ができることがわかる。（考）

○記号を用いて自分でグラフをかくことができる。（表・処）
本時の展開（２／３）

子どもの活動と思考の流れ 教師のかかわりと評価

どの月が一番多いのかよくわかるように、フェイスカードを使っ
てみよう。

※フェイスカードは子どもた
ちに貼らせるようにする。
その際、貼り方（並べ方）
を指摘し、揃えることを意
識させる。

ノートに写してみよう
※グラフの枠は用意しておく。

それに書き込み、最後にノ
ートに貼ることとする。

こういう表し方をグラフといいます。グラフは大きさを揃えること ※用語「グラフ」を指導する。
並べることが大切だね。

授業の実際
前時

本時

□
□

□ □
□ □
□ □
□ □ □
6 月 5 月 4 月

前よりずっと見やすいよ！

きれいに並んでいるよ！

でこぼこして

いるよ

一番高い月が

一番多いよ

似顔絵を描かなけ

ればだめなの？
○とか□ではだ

めかな？

数字は使っちゃい

けないの？

前時までに、「絵の大きさが違うから、高さで比べられないよ。」「だったら同
じものを使えばいいよ。」「フェイスカードがいい！」というアイディアが出ていた
ので、スムーズに導入することができました。フェイスカードを並べることで、
「高さで比べられる。」というグラフのよさが実感できたのですが、それは黒板
上で、しかもたくさんの子どもの意見で創り上げられた考えです。そこで、「ノ
ートに写してみよう。」と投げかけます。

すると予想通り、「絵が描けないしな…」「何使ってもいいの？」など、困った
様子が見受けられました。 すると、「何人いるかわかればいいんだから、絵じ
ゃなくてもよいのでは？」というある子どもの意
見から、みんな安心したように書き写し始めまし
た。多くの子は、ノート１マスに１つ、○や□、△の
記号を書くことでフェイスカードに換え、それに加
えて数字を１・２・３…と書き加える子もいました。
単に板書を写すのではなく、そこに目的意識と子
どもなりの工夫があれば、算数的活動になり得る
のではないか…と感じた実践でした。

（２００９年５月７日）


